
５ 海女文化の文化財指定に向けた取組について 

 

１ 海女文化の現状 

（１）概要 

・ 鳥羽・志摩地域における女性による素潜り漁(海女漁)は、日本と韓国

にみられる貴重な習俗であり、日本の約２,０００人の海女の半数が鳥

羽・志摩地域で従事しています。 

・ 海女漁により漁獲された魚貝類は伊勢神宮への熨斗
の し

鰒
あわび

（鳥羽市国崎）

として奉納する他、豊漁や安全を祈願する「しろんご祭り」（鳥羽市菅

島）においても海女が重要な役割を果たす等、独自の文化を有してい

ます。 

・ また、海女文化は観光資源のひとつとして活用されています。 

 

（２）課題 

・ 近年の生活様式の変化等に伴い、海女の高齢化や後継者不足により、

従事者が減少するとともに、海女漁の伝統的な技術等に変容がみられ

ます。 

・ これまで、海女漁を文化財として把握することは行われてきておらず、

国・県・市の文化財指定となっていません。 

 

（３）地域の取組状況 

・ 鳥羽・志摩地域では、海女文化の伝統を守りながら、地域と漁業の持

続的な再生や発展に努めているところです。 

・ また、鳥羽市・志摩市・県関係部局が参加する「海女振興協議会」が

平成２４年６月４日に発足し、海女文化を貴重な地域資源と位置づけ、

韓国や日本各地の海女との交流・情報発信、観光振興や漁業振興等に

向けた取組を進めているところです。 

 

＜海女振興協議会の構成員＞  

県関係部局（教育委員会事務局、農林水産部、観光・国際局、南部地

域活性化局）、鳥羽市、志摩市、海の博物館、三重大学、地元漁協代

表者、海女漁従事者 等 
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２ 本県の取組状況 

（１）「海女保存会」の設立について 

・ 文化財指定にあたっては、文化財として保存継承をしていくための、

保護団体の設立が必要となります。 

・ 県教育委員会は、鳥羽市教育委員会・志摩市教育委員会と保護団体の

設立に向けて、平成２４年度から設立準備会を計８回実施し、準備を

進めてきました。 

・ 平成２５年５月１８日に、海女漁の従事者が中心となる「鳥羽海女保

存会」と「志摩海女保存会」、これらの連合組織である「海女保存会」

を新たに設立したところです。 

・ また、５月１８日同日には、海女１８名を含む３２名の参加を得て、

保存会の設立式が県志摩庁舎で行われ、海女保存会の会長に三橋まゆ

み氏（海女、志摩市和具）、副会長に上村照美氏（海女、鳥羽市相差）

が選出されました。 

・ こうしたことから、「海女保存会」が、海女文化の価値の周知、海女漁

技術の保存・継承等に向けて取り組んでいくことになります。 

＜海女保存会の構成＞ 

海女漁従事者、漁業協同組合代表者、有識者、鳥羽市・志摩市教育委員

会、三重県教育委員会 

＜海女保存会の会員数＞ 

 鳥羽海女保存会３１１名、志摩海女保存会２４８名、あわせて海女保存

会５５９名（平成 25 年 5 月 18 日現在）  

 

（２）民俗文化財調査について 

・ 県教育委員会では、海女文化の実態を把握するため、平成２２年度か

ら２ヶ年で海女習俗基礎調査を実施のうえ、調査報告書を刊行し、教

育委員会ホームページにおいて公開しているところです。 

・ 基礎調査の結果を踏まえ、平成２４・２５年度の２ヶ年で、海女漁の技

術、使用道具等について、海女本人に対する聞き書き（ヒアリング）を

中心とした詳細調査を実施し、文化財としての価値を明らかにしてい

きます。 

（平成２４年度海女習俗詳細調査の概要は別紙のとおり） 
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３ 今後の対応 

・ 平成２５年度中の県文化財指定を目指して、三重県文化財保護審議会

に諮るための条件を整えていきます。 

・ また、平成２５年度末には詳細調査の調査報告書を刊行し、鳥羽・志

摩地域の女性による素潜り漁（海女漁）の稀少性を広く発信していき

ます。 

・ さらに、ユネスコ無形文化遺産登録の前提条件となる国文化財指定に

向けて、国との調整・協議を進めていきます。 

 

【参考】海女保存会の組織イメージ 

海女保存会

会員

構成員

有識者

（海の博物館）

教育委員会

（県）

教育委員会

（鳥羽市）

鳥羽海女保存会

志摩地域の海女

平成25年5月18日現在

漁業協同組合代表

（三重外湾漁業協同組合）

教育委員会

（志摩市）

漁業協同組合代表

（鳥羽磯部漁業協同組合）

鳥羽地域の海女

平成25年5月18日現在

３１１名 ２４８名

志摩海女保存会
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別 紙 

 

平成２４年度海女習俗詳細調査の概要 

 

 

 

１ 調査について 

平成２２・２３年度に実施しました海女習俗基礎調査に引き続き、平成２４・

２５年度の２ヶ年の予定で、海女習俗詳細調査を鳥羽・志摩地域で実施してい

ます。平成２４年度は、素潜り漁（=海女漁）を実施している１２地区で、海女

本人にヒアリング（聞き書き）を実施し、調査票を作成しました。 

調査対象地域は、鳥羽市６ヶ所（神島、菅島、答志、石鏡、相差、国崎）、志

摩市６ヶ所（安乗、畔名、波切、志島、和具、御座）です。調査の内容は、潜

水漁を始めた動機、海女小屋での過ごし方、海女の技術伝承、漁場、衣装、漁

具等６６項目を調査票に沿って聞き書きを行いました。 

 

２ 調査の成果について 

（１）海女漁を始めた動機 

・ 海女となった理由は、結婚や育児の区切

り等という場合がみられます。 

・ 海女は、結婚前より結婚後の方が、生活

への意識が強くなる傾向がみられます。 

・ 海女の種別（カチド、ノリアイ、フナド）

は、変わることがないようです。鳥羽市

答志では、カチドが結婚後にフナドとな

り、その後カチドに戻った例があります。 

 

（２） 海女小屋での過ごし方 

・ 漁に従事する時期には、海女小屋で過ご

す時間が多くなります。 

・ 海女小屋では、漁のことや世間話を話題

としていることが多く、鳥羽市答志では、

アワビの採り方やたくさんいる場所の

情報交換をしています。 

海女の種別 

香原志勢『人類生物学入門』から  

 

（３） 海女の技術伝承 

・ 鳥羽市神島では、漁場について、親子や海女同士あるいは新しい海女に、
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先輩の海女が教えています。また、鳥羽市答志では、母親から漁場、潮の

流れ、道具の手入れについて、教え

・ 海に潜る技術は、「自然に覚え

ていることがあります。 

た」、

） 漁場 

とは、鳥羽市ではイソ、

える山、

岩の多少といった海底の地

っては、各地域

） 衣装 

ギは、現在の漁ではほと

ベント

す。 

「見よう見まねで」ということが

多いようですが、子どもの頃から

海に親しんでいたことで、無意識

に伝承されたと考えられます。 

 

（４

・ 漁場のこ

志摩市ではハマ、アジロと呼ばれ

ることが多いようです。 

・ 漁場の位置は、海上からみ

浜、岩場で確認し、風や潮の流れ

を見て、潜る場所を決定していま

す。 

・ 海藻や

形の状況により、獲物の有無を判

断しています。 

・ 漁場の利用にあた

の漁協の組合員であることが前提

です。 

 

志摩市波切の小さいアワビオコシ 

とカギ付アワビオコシ 

志摩市御座のセーマン、ドーマンの木札

（５

鳥羽市答志のカギ付アワビオコシ 

・ 白いイソ

んど着用していません。 

・ 白いイソギは、現代的なイ

の場面や祭行事の時に着用される

ことがほとんどで、イソギという

呼び方を知らない海女もいます。 

・ 呪
じゅ

符
ふ

であるドーマンやセーマン

を、漁の時に使用しないことが、

３０、４０代で多くみられます。

志摩市大王町波切では、６０、７

０代でも使用していない例がありま

と小さいアワビオコシ 
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（６）

メガネ、ウェットスーツ、浮きと網袋、アワビオコシ、カギ付ア

、アワビ

・ 漁具の使い方や形状は、以前と比

摩市大王町波切では、先輩海女か

ら譲ってもらう例があり、漁具が

受け継がれています。 

・ 漁具の加工は、自分で研ぐ、アワ

をまく、

刃を使いやすいように曲げるとい

った工夫が、各自によりなされて

います。 

・ アワビオコシやカギ付アワビオコ

漁具の材質は、鉄製あ

るいはステンレス製です。 

・ 漁具の形状や材質は、鳥羽市、志

摩市での差はないようです。 

 

・ アワビオコシやカギ付アワビオコシは、手で持ったり、腰あるいは浮きと

網袋に差し込む等して、潜る場所までいきます。 

・ 海に潜るにあたっては、頭から倒立の姿勢で潜り、獲物を採った後、海上

の様子を確認しつつ、頭から浮き上がっていきます。 

（浮き、網袋、アワビオコシ等） 

 漁具 

・ 漁具は、

ワビオコシを使用することが多く、海女の種別や地域によっては、オモリ

やアシヒレを使用する場合もあります。 

・ 漁具は、獲物によって使い分けら

れており、例えば、アワビはアワ

ビオコシやカギ付アワビオコシ、

岩陰のアワビは小さいアワビオコ

シを使用しています。 

・ 獲物を採る漁具の部分は

はアワビオコシの平らな部分、ウ

ニやサザエは、カギ付アワビオコ

シのカギの部分を使用することが

多いです。 

較しても、変化はありません。志

志摩市御座のカギ付アワビオコシ 

ビオコシの柄の部分に糸

シといった

志摩市御座の海女が使用する道具類 

（７） 操業方法 

・ 呼吸については、数回深呼吸をして海中に入り、潜る途中では、若干息を
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吐いていきます。 

・ 海上に出て息を吐き出す時は、少しずつ吐いていきます。また、大きな声

を出すこともあるようです。 

 海況等の予測は、漁場の波の変化、風の変化、雲行きから判断しています。

報も重要な情報源で、参考にすることが多いようです。 

 大漁または不漁の前触れとなる現象

査を実施したほと

いった、行って帰ってく

正月、祭行事

が、祭行事がなくなったことで、漁に出てはいけない期間が、

 信仰については、青峯山（鳥羽市松

蔵に参拝す

盛って

 

（８） 海況等の予測 

・

また、朝の天気予

・ 漁に適する海況は、波や風がなく、潮の流れがなく、潮がよく引いて、透

明度が高い場合です。 

・ 海が濁っている時には、漁に出ないことが多いようです。 

 

（９） 潜水漁の予兆 

・

等については、調

んどの地域で、意識されていないよ

うです。 

・ 鳥羽市域では、出漁時に「いってこ

うかい」と

る表現の言葉の使用や、出漁時の船

への乗降はトリカジ（船の左側）か

ら行うといった習慣が残っているよ

うです。 

・ 以前は、ゴサイ（漁の休止日）、盆、

せんでした

の日は、漁に出ていま

少なくなってきています。 

 

（１０）海女の信仰と儀礼 

鳥羽市神島の海女の乗船状況 

鳥羽市神島の『うら様』の実施状況 

・

尾町）や地元の神社、地

ることが多くみられます。 

・ 鳥羽市答志では、神棚に、エビス貝

の殻（アワビの貝殻）に飯を

供えることや、祭行事の時に洗米を

まいたりします。また、海に潜る前

に洗米をまき、海水をなめて、身

体に海水をかけてから潜ります。 
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・ 志摩市阿児町志島では、「ついつい」

「ついやしゃ」と唱えながら、海、

こと

成２４年度の調査の結果、判明したことは以下

は、女性による素潜り漁（伝統的な漁法）を継続してい

慣等が継承されていること。 

技術、日常習

海士
あ ま

（男性）の位置づけ、海女と

地

志摩市和具の『潮かけ祭』 

海女小屋、神棚、稲荷に、米や酒を

供えるという例があります。 

・ 日常習慣は、鳥羽市域で多くみられ、

７０代以上の海女に残っている

が多く、世代により差があるようで

す。 

 

３ まとめにかえて 

平 のとおりです。 

・ 鳥羽・志摩地域で

る歴史があること。 

・ 海に潜って、漁をする場所の見極めを体得していること。 

・ 漁にあたって、日常習

・ 世代間（７０代以上とそれより以下）、地域間により、漁の

慣等の内容に差があること。 

また、鳥羽・志摩地域で、女性が素潜り漁を今日まで継続できた理由、日本

各地の海女と鳥羽・志摩地域の海女の違い、

域社会の関係、伊勢神宮との関係を、今後の調査により明らかにすることが

必要となりました。平成２５年度も引き続き調査を行っていきます。 
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６ 審議会等の審議状況について（平成２５年２月２７日～平成２５年６月３日） 

 
 

１ 三重県教科用図書選定審議会 

 

１ 審議会等の名称  三重県教科用図書選定審議会 

２ 開催年月日  平成２５年５月２１日 

３ 委員 

 
 

 会 長 藤田 達生 
 副会長 犬飼 祐三 
 委 員 中原 博   他１７名 （出席者１６名） 

４ 諮問事項 教科書採択の改善に係る指導事項について 

 
５ 調査審議結果 

 
 
 
 
 

教科書採択の改善に係る指導事項について、市町教育

委員会等に対して指導、助言又は援助するための資料と

して、以下の（１）～（３）について審議を行いました。

（１）調査研究の充実に向けた条件整備 
（２）採択手続きの改善 
（３）採択の公正確保の取組 

 

 
６ 備考 

 
 

 
・会長から答申文を県教育委員会に提出することが承認

され、平成２５年５月２８日に答申されました。 
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２ 三重県文化財保護審議会 

 

１ 審議会等の名称  三重県文化財保護審議会 

２ 開催年月日  平成２５年３月１５日 

３ 委員 

 
 

 会 長 菅原 洋一 
 副会長 高倉 一紀 
 委 員 林  良彦  他１５名 （出席者１２名）

 
４ 諮問事項 

 

 
平成２４年度三重県指定文化財の指定等に関する 
審議および答申 

 

 
５ 調査審議結果 

 
 
 

 
市町から推薦のあった県指定候補文化財８件の調査

結果の報告並びに審議があり、８件すべてについて、県

指定文化財に指定するよう答申しました。 

 

６ 備考 

 
 

・次回開催日：平成２５年７月１日 
      （平成２５年度県指定文化財候補の諮問）
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